
令和５年１０月１２日 

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

きりん組担任  
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ようやく秋の涼しさが気持ちのよい季節になってきました。年長組の子どもたちは、思い切り体を動かすこ

との心地よさや、学級・学年のみんなで一つのことに取り組む充実感を感じながら、踊りやリレーを楽しんで

います。いよいよ明後日は、げんきいっぱい ありまっこデー！今年度は、“幼稚園開園７８周年記念”とし

て、幼稚園全体でお祝いムードを楽しめる内容になるよう準備してきました。 

年長組のこれまでの取り組みの様子をお伝えします！ 

ウキウキパレード ～全学年踊り～ 

 78周年記念ありまっこデーのオープニングは、なんと全学年での踊りという新しい試み！1番は、年長組のみで

踊ります。2番、3番では順番に年中組、年少組が加わって、最後は全園児で楽しく踊ります。 

幼稚園のみんなで踊ることを知らせ、年長組には「ダンスリーダー」を任命しました！「え？ダンスリーダー？し

ょうがないなぁ～」と、少し照れながらも、幼稚園で 1番大きいお兄さん、お姉さんとしてみんなの中心となって踊

ることに誇りと自信をもっています。また、幼稚園のみんなが集まって踊れるように隊形移動が必要だと気付いた子

どもたちは、間奏部分で素早く場所を動いたり、みんなを手招きする振り付けで踊ったりと大活躍です！ 

学年のみんなで踊る曲「ダンスホール」(作詞・作曲：大森元貴)は、元

気いっぱいな年長組にピッタリ！ノリのよい曲調で、もともと耳馴染みの

ある子どもたちも多く、みんなで踊るうちに大好きになりました。 

年長組らしく格好良く踊るためには、息を合わせて動きや声を揃えるこ

とが大事だと伝え、目印の腕輪を手がかりに左右どちらの手を出すか、ど

ちらの方向に進むかなど意識しながら取り組んできました。隊形移動で

は、周りの友達の動きを見ながら動いたり、声を掛け合ったりする姿も。 

リレーは裏面へ続く！ 

ARIMA’s 78ｔｈ Birthday Party☆ ～年長組踊り

～ 

 

曲中に何度か出てくる「ヘイ！」の掛け声は、「みんなの声が揃うとなんだか気持ちがいい！」と感じ、自然と

大きな声が出るようになりました。 

声や動きが揃ってきたところで……キラキラポンポンの登場！！手首に着けて動かすと、輝きながらシャカシャ

カと音を立て、より一層動きが引き立つようになりました！ 

何より素敵なのは、子どもたちの笑顔です☆みんなで踊る楽しさや学年としての一体感を味わいながら、自然と

柔らかくなる表情。当日は、幼稚園 3年間で一番多くのお客さんに見ていただくことになるため、もしかしたら 

緊張の面持ちかもしれませんが……学年のみんな

で楽しみながら踊る姿を温かく見守っていただける

と幸いです♡有馬幼稚園７８歳のお祝いダンスパー

ティーの最後を飾る年長組の姿を最後までお見逃し

なく！！ 

 

好きな遊びの

時間は玄関ホ

ールに集合！

学年を越えて

踊りを楽しん

でいます♪ 

 

幼稚園のみん

なで踊ると楽

しいね！ 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順不同・敬称略 

 

 

 

 

 青チーム（きりん） 緑チーム（ぞう） 

１
回
戦   

２
回
戦   

バトンをつなげ！ ～リレー～ 

 2学期に入り、周回リレーに取り組み始めると、「ありまっこデーでやるよね？」「去年の年長さんやってたもん

ね！」と、教師が投げ掛ける前から、ありまっこデーでリレーをすることを楽しみにする姿がありました。昨年度、

遊びの中で年長組のリレーに参加させてもらったことのある何人かの子どもたちはそのことも覚えていて、「やった

ことあるから簡単！」と意気込む様子もありました。 

実際にやってみると……“形から入る”とはまさにこのこと、始めのうちはとにかくトラックに沿って走ることが

嬉しく、笑顔を浮かべながら走ったり、かけっこと同じ感覚で一緒に走る相手とどちらがリードしているか競ったり

する姿が多く見られました。勝敗にこだわるというよりも、チームの友達と順番に走ることや、バトンを受け渡して

いくことを十分楽しんでいる様子があったため、繰り返し経験する中で抜きつ抜かれつのレース展開を楽しめるよう

に、「みんなが速くなる秘訣」として「インコース」のルールを知らせました。 

ルールを確認したうえで、レースを重ねていくうちに、友達の頑張りに目が向くようになり、みんなでバトンをつ

ないでいくことの喜びや、チームとしての勝敗がつく面白さを感じられるようになりました。「負けると悔しい……

どうしたら勝てるだろう？」と考えるようになると、動画を見てレースを振り返ったり、自分たちなりに作戦会議を

したり、走り方やバトンパスのやり方の研究をしたりするようになりました。校庭を使用できるのは学校の給食時間

のみと、限られた時間の中でしたが、子どもたちは一回一回のレースに一生懸命取り組んでいました。 

 

 

 

当日のチーム 

 

当日のレース展開がどうなるかは予想できませんが、 

全力で頑張る子どもたちに温かい声援をよろしくお願いします！！ 

各学級を２つのチームに分けて、２回戦行います。  

※当日の人数によって２回走る幼児がいる可能性があります。 
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